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金
大
中
事
件
で
の
我
が
国
へ
の
主
権
侵
害
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
九
七
三
年
八
月
に
起
き
た
、
当
時
の
朴
正
熙
韓
国
大
統
領
の
独
裁
を
批
判
し
、
民
主
化
運
動
を
し
て
い
た
金
大
中
氏
が
東

京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
拉
致
さ
れ
、
五
日
後
に
ソ
ウ
ル
の
自
宅
近
く
で
解
放
さ
れ
る
と
い
う
事
件
（
以
下
、
「
金
大
中
事
件
」
と

い
う
。
）
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
七
年
十
月
二
十
四
日
、
韓
国
の
国
家
情
報
院
の
真
実
究
明
委
員
会
は
、
当
時
の
情
報
機
関
で
あ

る
中
央
情
報
部
（
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
の
組
織
的
な
事
件
へ
の
関
与
を
認
め
る
報
告
書
（
以
下
、
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
を
発
表
し

た
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
報
告
書
」
で
は
、
「
金
大
中
事
件
」
は
李
厚
洛
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ
部
長
の
指
示
の
下
、
同
部
長
を
含
め
た
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ
要
員
二
十

四
人
に
駐
日
公
使
ら
を
加
え
た
計
二
十
七
人
が
参
加
し
た
組
織
的
犯
行
で
あ
る
と
断
定
し
、
「
金
大
中
事
件
」
へ
の
韓
国
政

府
機
関
の
関
与
を
明
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
い
う
韓
国
の
公
権
力
が
日
本
国
内
で
拉
致
行
為
を
行
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
真
実
究
明
委
員
会
と
し
て
深
い
遺
憾
の
意
を
表
明
し
て
お
り
、
韓
国
に
よ
る
我
が
国
の
主
権
侵
害
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
が
、
「
報
告
書
」
に
対
す
る
政
府
の
評
価
如
何
。

二

木
村
仁
外
務
副
大
臣
は
「
報
告
書
」
が
発
表
さ
れ
た
日
の
午
前
、
韓
国
の
柳
明
桓
駐
日
大
使
を
呼
び
、
「
金
大
中
事
件
」

に
つ
い
て
「
韓
国
当
局
に
よ
る
日
本
国
内
で
の
公
権
力
行
使
で
あ
り
、
日
本
と
し
て
は
と
て
も
遺
憾
だ
」
と
抗
議
し
た
と
報

一



じ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
は
同
日
夕
方
、
首
相
官
邸
で
記
者
団
の
質
問
に
対
し
、
「
日
本
に
対

す
る
侵
害
で
、
誠
に
遺
憾
だ
」
と
述
べ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
木
村
外
務
副
大
臣
及
び
外
務
省
が
認
識
し
て
い
る
「
遺

憾
」
の
意
味
と
、
福
田
総
理
が
認
識
し
て
い
る
「
遺
憾
」
の
意
味
に
違
い
は
あ
る
か
。

三

一
般
に
、
遺
憾
と
い
う
言
葉
は
「
思
い
通
り
に
い
か
ず
心
残
り
な
こ
と
。
残
念
。
気
の
毒
。
」
（
岩
波
書
店
「
広
辞
苑
」

第
五
版
よ
り
）
の
意
味
を
表
す
と
承
知
す
る
。
先
般
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
兵
士
に
日
本
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
長
井
健
司
氏
が

殺
害
さ
れ
た
時
も
、
福
田
総
理
は
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
遺
憾
と
い
う
表
現
を
用
い
、
ま
た
二
〇
〇
七
年
十
月
九
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
六
九
号
）
で
は
、
「
御
指
摘
の
福
田
内
閣
総
理
大
臣
の
所
信
表
明
演
説

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
デ
モ
に
対
し
実
力
行
使
が
行
わ
れ
る
中
で
、
我
が
国
国
民
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
つ

き
、
極
め
て
残
念
で
あ
り
、
こ
れ
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
考
え
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

福
田
内
閣
総
理
大
臣
が
述
べ
た
『
遺
憾
』
と
の
表
現
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。
」
と

の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
「
報
告
書
」
に
よ
っ
て
、
「
金
大
中
事
件
」
で
の
韓
国
政
府
に
よ
る
我
が
国
へ
の
主
権
侵

害
が
改
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
二
の
木
村
外
務
副
大
臣
と
福
田
首
相
が
述
べ
た
「
遺
憾
」
の
意
味
が
、
右
の
答
弁
と
同

様
に
「
極
め
て
残
念
で
あ
り
、
こ
れ
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
考
え
を
表
現
し
た
も
の
」
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
我

二



が
国
へ
の
主
権
侵
害
に
抗
議
す
る
言
葉
と
し
て
は
あ
ま
り
に
軽
く
、
我
が
国
の
抗
議
の
意
を
表
明
す
る
に
は
弱
す
ぎ
る
と
思

料
す
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

四

「
報
告
書
」
を
受
け
て
、
町
村
�
孝
官
房
長
官
が
「
（
日
本
政
府
が
）
遺
憾
の
意
を
明
確
に
表
明
し
た
の
だ
か
ら
、
韓
国

政
府
か
ら
し
か
る
べ
き
対
応
が
あ
る
も
の
と
思
う
」
と
述
べ
た
（
以
下
、
「
町
村
発
言
」
と
い
う
。
）
と
報
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
現
在
政
府
と
し
て
韓
国
政
府
へ
正
式
に
謝
罪
を
求
め
て
い
る
の
か
。
「
町
村
発
言
」
は
、
我
が
国
か
ら
は
謝
罪
を
求
め

ず
、
あ
く
ま
で
韓
国
政
府
か
ら
の
自
発
的
な
謝
罪
を
待
つ
と
い
う
考
え
か
。

五

「
報
告
書
」
を
受
け
、
韓
国
青
瓦
台
の
報
道
官
は
「
過
去
に
こ
の
よ
う
な
事
が
あ
っ
た
の
は
不
幸
な
こ
と
で
遺
憾
で
あ

る
。
権
力
機
関
自
ら
が
恥
ず
べ
き
過
去
を
客
観
的
に
調
査
す
る
意
味
は
大
き
い
」
旨
述
べ
た
一
方
で
、
主
権
を
侵
害
し
た
我

が
国
へ
の
謝
罪
に
つ
い
て
は
触
れ
な
か
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
四
で
、
現
在
政
府
が
韓
国
政
府
へ
正
式
に
謝
罪
を
求
め

て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
「
遺
憾
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
「
町
村
発
言
」
の
よ
う
な
悠
長
な
態
度
で
臨

む
の
で
は
な
く
、
よ
り
毅
然
と
し
た
態
度
で
韓
国
政
府
に
厳
重
な
抗
議
を
行
い
、
我
が
国
の
立
場
を
正
式
に
伝
え
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


